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目 的　 熱 源 々ヽ ぶ の 熱･・ 移 勤r- よ り 被 加 熱 伴 り 蓋崖 が よ 冴 しX  少 き 遣i:  >ぷ 沸 橋･ ＝至1

・　 乙・ 遥i  i  階 枕 的>-. 観 桑 に 乙加 熱i.  5 時 ・ ぶ 未 上')  穆 蓬 色 し ら べ` 、 ぞ う し なi. 跨

を た ど` れIS." 耳 ヽ'    ヵヽ , お^  ヽヽ むヽ を 、<'レ イ シ ョ の 糊 化 を ぢ 脊 と し-t.研 札I    -t ヽヽ 3   、前 報 で`

･よ始 め 暑-il 、 あi 縫 逮"  温 途 上 考 ・ﾌ 毛 の(  2  )   ヵヽ̈ 等速 のi    の( 刈 や 始 め 縫 運 いﾀ う^

湊ま<n   i  ･り(  C  )   よV  乎<  |朗 化 すl  t  ヽヽ ラ 鯖 早 川 い 。 タIH7  ･よ-;f騰 後i  和 熱 を継 鳶 む

r=. と き 濠 騰 前 々iia熱 、 方 式 が" ど' 7 影 ギ レ1    <    i   ヵヽ ･-- り ヽヽ ぺ 豪 放 を行 ・7t  ．

方 法　 試 料 は'<' レ イ シ ョ £ 甲･■ヽ 、%     i      3－ 、
フ

ガ ー 角　o,     筈 の2 ツ ま μmt     の 水'--浸

し 、遠 流 冷 却 器J つIｱ1  当 節^  t,  し め 、加 熱1=  J-- J 器 ゆ 済 度 。 上昇 、即 す/ 政 。ヵヽ ぶfi-"

c  i で め加 煕 念 々-^ ド レ ヒ 一 タ ーt  X ラ フ ダ' ■/ ク む よﾌ-c  舞 紳･ ＝調 片 むらA  B  C  の 方

式 にガ タ ･ニ郭 無 し 、?-t°0 /リ･ ＼ 洙 使? レ イ ぎ?i °C ﾉよ/ﾌ 分9.  ･よ ぶ）タタ 剋 ま継 績 し 、加 熱 終

丿 後I*  /ヽ "レ イ シ ョ の徊 化 度 £ ニ風 氏 一 簡 易 心 化 度 洲 灘 姥･-- <≫-'っ で 則 庭 レ 梵 全 糊 化 りt

り ＼   比 釈 し-t 糊 化 車 占1  出t  ‰

結 果　 玖

卑-t" あ っ た も のiT'~＼<n ^灸 の が 分 又 、ふ え。孝 のμ 続 か 鱗'-- よ りA  z  がc ｀It 噌が し 。特･=C

It B  'こft とi  晋 い 獅 化身%   釆^ だ 。2  のi   とI*  -:f 橋 湖 の 加 熱 に あヽ .. -I -  叶 的<-. ^ よ
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目的　前報に?1 わ叱ﾚﾍﾞ 、氷飯のズトしスースドレイン 曲線、し ステクラス曲線、

定荷載下のストレバン曲線牛･二 ゐ米徊り）レオリダ方ル層物性にっレヽて 呑郷

査､し、后々の味t 持性乙砂肉圭 を俘 んとした。
is rk　北斑垂から 九-HI ､こわたb 全部S 地s. のい 年度産米2 今種 ぐ試行全量i^S

Ｊ）を前税I'itって氷飯 となレ、テ>     ラロン皿型, 試作 スト- 1／イ> 械恥

々in りの胤動学的性領を舗互レた。
球簑　右れ飯の乙ステリラス曲線、趨和曲線、く0 il し荷重曲線辱カリ 、快 味米･ｽ

ど降伏湊荷皇 、ヤング率、塑叱位手量、緩和 時同, 弾力性響かI小て≒ 破壊そ, 付jわこ

いﾚV 一秀は尺であっ≒　 また、塑性仕争量り 寸希エハレギ一周口t I-ﾌ 卸関圈係が

砥 のわれた。
右農飯 の怖征は臣像 、政、軟 吸寄 の相違力`φ概ぬ十練類の/リ ーグに分瀕さ孔か。

定荷象千の玄曲繊ヵヽ削 硬、軟 貨氷 水飯/i そ仇ぞれ も、1 卑 寮よりなゐかﾀ 的゙毛デ･1/

とL て挙幼し、弾力性ヒ玄㈲､こli r  ＝－び?牡 丿相圃副係 が認∂p われた。


